





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































す。今回、詳しく説明するの、教師のmaster of education についてです。これはMETの中に













す。あとの二つ、オクラウィヴィとprofessional development  school modelは、給料は支払わ
れません。常に授業をするときも指導教員と一緒になって授業をするということになりま
す。また、オクラウィヴィは、非常にコミュニティーベースであるというところから、ほか
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コーディネーター　黒田恭史
　ありがとうございました。続きまして、Christine 
Sorensen先生からハワイ大学での取り組みに
ついてご講演いただきたいと思います。
シンポジスト４　Christine Sorensen
　私たちこのハワイ大学マノア校、college of 
educationは、現在、全米におきましてトップ
50の教育機関に選ばれております。私たちは目
的意識を持って、日々努力しております。私た
ちは、学校教員が、深い知識を持って、効果的
な方法で、子どもたちをケアしていけるような、
教員を養成していきたいと思っています。この
ことにより、非常に公正で多様性の高い、また
民主的な社会に貢献したいと考えています。
　現在、college of educationにおきまして、
1600名の学生が教員になるべく学んでおりま
す。今回、詳しく説明するの、教師のmaster 
of education についてです。これはMETの中
に三つのモデルがあって、まず一つ目のモデ
ルは、professional development school  model 
と呼んでいるものです。これは、大学の教員や
大学生たちが、実際の地元の学校に行って、集
中的に講義を受けたり、コースを取ったり、実
習を積むというものです。二つ目は、オクラ
ウィヴィ、コミュニティーベースのモデルです。
オクラウィヴィというのは地域に根ざしたもの
で、通常ネイティブのハワイの方たちとのコ
ミュニティーをターゲットとしていろいろな実
習を行っていくものです。三つ目は、OJTタイ
プのトレーニングで teach for Americaという
事業があり、この事業と提携して全米で学士の
成績が非常によかった卒業生たちばかりを集め
て、その候補者たちがこのteach for America
という事業の協力のもと、OJTを行うというも
のです。
　では次に、この三つのモデルの違いを紹介し
たいと思います。まず、OJTのモデルでは、実
習生たちは実際に実習生というよりも、自分た
ちでクラスを持って自分たちがメインの教員と
してクラスを受け持って教えていくというもの
です。当然、定期的にいろいろな先生方の指導
は受けますけれども、給料も支払われ、実際に
教えるという行為に就くわけです。あとの二つ、
オクラウィヴィとprofessional development 
school modelは、給料は支払われません。常に
授業をするときも指導教員と一緒になって授業
をするということになります。また、オクラウィ
ヴィは、非常にコミュニティーベースであると
いうところから、ほかの二つのモデルとは違い
ます。
　対象とする学校の違いですが、professional 
development school modelに関しては、小学校
に限られております。二つ目のオクラウィヴィ
に関しては、ハワイの先住民の方たちの人口の
密度の高い地域の学校に限られております。三
つ目のOJTに関しては、貧困度の高い学校に限
られております。
　しかし、この三つのモデルに関して共通項は
多々あります。すべての実習生はバカロレアの
資格と学士の資格を持っていなければなりませ
ん。そして、コンテントテスティングというテ
ストを受けるというのも必須事項です。また、
ハワイ大学マノア校の実際の指導というのは、
大学ではなく学校現場で行われており、非常に
実践的であることも共通項です。そして、いず
れも学校の教員と大学の教員たちの間で非常に
強い密接な協力体制が構築されています。
　実習生は、長期間にわたって派遣された学校
で過ごし、実際に教えるということを自身で体
験することを通して学んでいきます。そして、
その学校のコミュニティー、教室の先生方、学
校の先生方、また大学の教員、そしてお互いの
候補者たちと共に、協力して作業を進めていく
ようになります。どのようにすれば教室での実
践の能力を高めていくことができるのかを常に
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質問し、常に調査するというような姿勢が身に
付き、自身の仕事の内容も学んでいくという非
常に貴重な経験をすることになります。
　そして、ここには、四つの原則があります。
まず一つは、理論と実践を統合していくことで
す。二つ目は常に問題解決という意識を持って
自分自身に問いかけ、様々な先生に質問をする
ことです。三つ目は、他者と協力するというこ
とです。そして最後に、自身の言動を振り返る
ということです。自分自身を批判的な目で見る
ことによって、どうすればよりよい教員になれ
るのかということを考えるわけです。
　こうしたプログラムを通じて、小学校教員、
中等教育における語学、数学、社会、理科といっ
た分野での教員、またその現地の言葉で教える
ようなイマージョンスクールの先生方を育てて
います。さらに、修士・博士課程におきまして、
学校でリーダーとなるような先生の養成も行っ
ております。その他に、アジアと太平洋地域の
教育のリーダーシップを育てるコースにおいて
は、多文化というところに焦点をあてて育てて
います。
　新たに設定しております博士課程のプログ
ラムですが、これはEDDと呼びます。EDDと
Ph.D.の違いですが、Ph.D.というのは将来、大
学などの教員になるべく、そういった職を目指
している方たち用のものですが、EDDという
のは、実際に教育をプロとして実践されている
方々、そしてその中で指導的な立場になるよう
な方々に向けたものですす。この目的は、私た
ちは実際の教育現場でカリキュラムを組んでい
る方々、実際に教育を実践されている方々を、
さらに育てていきたいということなのです。こ
のEDDですが、ここで重要なのはコーフォー
トベースであること、つまりこの学生たちは常
に集団となって体験をするということなので
す。またオンラインデリバリーというものが
あって、実際に自分たちの仕事をしていながら、
こうした授業を取ることができるようになって
います。また、重要なのは実際の問題を解決す
る実践ベースであるということです。つまり、
ある学校での実際の問題をテーマとして、チー
ムで問題解決にあたる。問題解決時に、大学教
員がコンサルタントとして参加し、共に問題解
決を行うとことになります。ここでの学生は、
博士論文を書くわけではなく、実際の問題をど
のように解決したか、その実践というのが論文
の代わりになるということなのです。また、学
校もパートナーとして非常に深く関わっていた
だきます。学生たちの実際の実習に関してのを
評価の声も集めることができます。
　私たちは、時代の要求に応えられるように、
次の世代の新しい教員というものを育てていき
たいと考えています。ハワイでは、非常に美し
い自然の中で次世代の新しい教員を養成してお
ります。皆様の中にも来年、ホノルルにおきま
して次の学術会議が開かれるとき、ぜひいらし
ていただける方もいらっしゃるのではないかな
と思います。
コーディネーター　黒田恭史
　ありがとうございました。ではここで、マ
キューワン先生から、各発表者に対してのコメ
ント、ないしは質問を簡単にお願いいたします。
指定討論者　Hunter McEwan
　皆様の講演をお聞きしまして、やはり教師の
教育、教員教育というものについて改革をして
いくというところに焦点をあてておられるよう
に思いました。
　まず達富洋二についてお伺いしたいと思うの
ですが、実践知と理論知を融合していくとい
うプロジェクトは非常に素晴らしいと思いま
す。そこで質問ですが、学校の先生方が持って
いらっしゃる実践知を、言葉にして学生に伝え
ていくことが非常に難しいのではないかと思う
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のですが、それを促進するために達富洋二の果
たしておられる役割というのはどういうもので
しょうか。
シンポジスト１　達富洋二
　実は、思ったほど難しいことではありませ
ん。というのは、小学校の先生方も、かつてご
自身も学生であったからです。先生方も、教師
への夢をもっていた過去を持っておられたわけ
です。ですから、私以上に実践知と理論知とを
うまく翻訳しながら語ってくださいます。私か
らの仕掛けとしては、現場の先生方を大学に招
いて、もう一度学生の気分にリフレッシュして
もらうことです。小学校教師と学生という関係
を、教える者と教えられる者という関係ではな
く、教職の夢をもつ先輩と後輩というような関
係として仕立て上げ、その微妙な関係を保ち続
ける機会をつくることを心がけています。
指定討論者　Hunter McEwan
　牧剛史先生も非常に興味深いスピーチをあり
がとうございました。臨床心理学者の方々が共
に学校での臨床心理学者の方々と活動を行って
いくということ、これは非常に大事な仕事です
し、今後も発展していくと思います。そこで、
臨床心理学者の方々と、教育者の方々の視点に
やはり葛藤があるということを紹介いただきま
したが、牧剛史先生は、その点をうまく調整し
て葛藤が治まるように、どのように働きかけて
いかれるのでしょうか。
シンポジスト２　牧剛史
　葛藤が起こることは悪いことではないと思っ
ています。必ず必要であり、それにどう向き合っ
ていくのかという姿勢を身につける必要がある
と思っています。実際に私もスクールカウンセ
リングの実践をする中で、次第に葛藤を受け入
れることができるようになっていったと思って
います。ですから、葛藤をなくす方向ではなく
て、葛藤から何を学べるかということを考える
姿勢が大切だと思います。
指定討論者　Hunter McEwan
　最後に竹内晋平先生の講演についてお話をさ
せていただきたいと思いますが、非常に興味深
いモデルをご紹介いただいたと思います。特
に、大学が学校と第三者機関、そして学生の間
のコーディネーター的な役割を果たすというの
は全く新しいモデルだと思います。その中で重
要なことは、学生自らが省察や振り返りを行う
ことで、そのことが美的感覚を育てるにあたっ
て非常に大事だと考えます。学生は、ただ作品
を作るだけでなく、それをもって自分を表現し、
その後、語り合うことをされています。学生の
コメントの内容を拝見しても非常に豊かなもの
があり、このモデルを通じて成長されたという
ことがよくわかります。達富洋二をはじめ、牧
剛史先生、竹内晋平先生とも、素晴らしい講演
をどうもありがとうございました。
＊フロアーからの数件の質問と応答あり
コーディネーター　黒田恭史
　では、これで第二部のシンポジウムを終わり
たいと思います。どうもありがとうございまし
た。
以上
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